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　草津白・根地区硫黄鉱床物理探鉱調査報告
一一硫黄鉱床調査結果に認めちれる諸現象についての考察一

陶　山　　淳　治＊

　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

　Geophysical　Prospecting　for　Kusatsu－Shirane　Sulp駐ur　Deposits

－Mainly　conceming　t五6applicability　of　the、geop五ysicaI　survey一

by

Junii　Suyama

　　　To至nvestigate　the斑）plicabili℃y　of　geophysical　prospecting　on　theロK：usatsu－Shirane

sulphur　mining　district，the　writer　carried　out　electrical　and　magnetic　prospectings，on　the

Ishizu　and　Azuma　mines・in　the　district．The　re＄ults　obtained　are　described量n　this　repoft。

　　　In　nlapy　cases；

　　　（1）　：Negative－S．P　anomaly　is　not　always　accompanied　with　ore　deposits，but　rather

in　the　zone　of　altered　porous　rocks　and　t五e　argillitized　zone　with　pyrltizaition，surro疫nding－

t五e　ore　deposits．

　　　（2）『Negative6r　positive　S．P　anomaly　is　sometimes　shown　by　andestic　lava　itself．

　　　（3）　Resistivity　of　the　zone　of　altered　porous　rocks　is　very　high，while　that．of　the

argillitized　ZOne　lOW．

　　　（4）　Fresh　andesitic　mother　rocks　are　genera11y　magnetic，but　rocks　in　the　altered　

zone　and　the換rgillit圭zed　zone　non－magnetic．

　　　Fr・mthege・1・glcala唄t五ege・physicaldata（f・rinstance，t五edata・fthedistribぴ
tion　of　andesitic　lava　and　the　altered　zone　obtained　by　electrical　and　magnetic　m6thods），

it　is　possible　to，圭nfer　the　relation　between　S．P　anomaly　and　ore　deposits．

　　　　　　　　　1．緒　　言

　草津白根地区におげる硫黄鉱床に対する物理探鉱法に

よる鉱床探査についての資料をうる目的で，昭和27年

8月ん9月にかけて，群馬県吾妻郡嬬恋村にある石津鉱

床および吾妻鉱床において，主として電気探鉱法，一部

に磁気探鉱法による調査を行つた。

　こ』にその結果を述ぺ，かつ結果に現われた諸性質を

他の硫黄鉱床におけお電気探鉱調査に認められている種

々の現象と併せ考察し、この種鉱床に対する物理探鉱法

の適用方法について検討したQ調査は筆者の外，吾妻鉱

山を斎藤友三郎，石津鉱山を二日市宏が担当した・

2．革津白根地区概況

群馬県の北西部に讐立す為草津白根火山は白根山と本

白根山の2山よりなり，それらについては大橋良一註1）’

＊物理探李部
註1）　大橋良一：　草津白根の地質，震災予防調査會報告，第78號

　　太田良李ゴ未叢表

’
氏
および本所太田技官による調査がある。それによると

第三系を貫ぬいて噴出した安山岩熔岩とその火成砕屑岩

との累層からなる成層火山である。

　草津白根山を形成する最も初期の噴出物は凝灰岩およ

び角礫凝灰岩で，外方に向い2～8。の緩傾斜で堆積して

いる。次に米無熔岩と横手熔岩とが噴出し，前者は本白

根山頂から南と西の斜面に露出が見られる。その後これ

らを貫ぬいて白根第1型熔岩が噴出し，白根山頂附近か

ら矢沢流域・大沢上流附近に露出している。

　白根第2型熔岩は最も末期の噴出物で，その分布は最

も広く両山頂を逞川および赤川の上流一帯とに渉つてい

る。

　この火山の各所には硫気孔活動の跡が認められ・硫黄

鉱床の胚胎する所も少なくなく，石津鉱山》吾妻鉱山・

谷所鉱山・自嶺鉱山および万座鉱山等がある。

　調査を行つた石津鉱山および吾事鉱山はともに群馬県

吾妻郡嬬恋村にあり（1：50，000地形図，草津），石津鉱

山は草軽電鉄万座盗泉口駅北西約6km，本白根山の南

山腹に位し，吾妻鉱口｛は同駅北西約6km，本白根山南
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西中腹に位する。石津鉱山は吾妻鉱山の東方にあρて，’

その間山道約3kmであるが，直線距離は僅か1．3k∬｝

に過ぎず山を踵てて相隣接している。

　なお草津白根地区のこれらの硫黄鉱床のうち，谷所鉱

床については本所九里技官，『吾妻鉱床については近藤忠

三氏の調査がある。

3．石津鉱床

　3．1地質・鉱床．

早瀬喜太郎氏註2）によると，石津鉱床近傍に見られる

熔岩は米無熔岩と白根第二型熔岩で，鉱床は前者のなか

註2）早瀬喜太郎＝石津鉱床に就て，日鉱誌，65碁，730號，昭24．1
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に胚胎する。米無熔岩は多数の熔岩流とその間に挾まれ

る火山砕屑岩とよりなる累層で，東南へほゆ30。傾斜し　『

ている。しかしこれら熔岩と火山砕屑物とは鉱物組織を

同じくするため，鉱床に伴なう変質をうけると，原岩が

安’山岩熔岩か，火成砕屑岩か不分明な場合が多い。

’鉱床は主として火山砕屑岩中に胚胎する鉱染硫黄鉱床

で，鉱体の形はほ怠地質構造上制約されて，南東に向つ

て20～300緩傾斜で引続く場合が多いようであるが，あ

る部分では熔岩層中に鉱染し，背後の火山砕屑岩中まで

連続して不規則な形態をなすのも少なくないようであ

るo詳細については未だ至分判明Lていないo

　鉱床周辺の母岩は漂白化されて耐火煉瓦状の粗髪な岩

石や，陶器状の緻密な岩石と化している。おもな変質と

して認められるものは蛋白石化作用であり，このほか明　・

馨石化作用・硫化鉄鉱化作用等も受けている。蛋白石化

作用は鉱床ならびにその近傍に認められ，鉱床ならびに

周辺変質帯の一部には硫化鉄の存在が認められることが

ある。、

　3。2・物理探鉱調査

　3．2．1　区域および方法

　既知鉱体郡上に認められる負電位異常，および115m

坑坑口北方負異常を含む区域を。測線聞隔30m，測定

聞隔10mとして，第1図のように測点を設けた○

　調査は各測点，65m坑：および115m坑第内に対して

自然電位法，各測線に対L電極間隔20m，40m：および

80mの3種類で，2極法による比抵抗法，VN。OIお

ぽびD線その他q測点において磁気探鉱法による調査を

行つた。

　3．2．2　調査結果

　地表での肖然電位および比抵抗測定結果を分布図に表

わすと，第2・3・4・5図のようになり，（a）C．D線No。

20附近に一300mV内外の広汎な負電位異常，（b）M、

N線No．15附近に一150mV内外の負電位異常，（c）

N．6線No．38附近に＋600mV内外の正電位異常，

（d）V線No．7附近に＋600mV内外の正電位異常が

認められる。前2者，（a），・（b）は第6・7図のように浅、

所に高抵腕が分布し・深所に低抵抗の部分が見られ，磁気

異常が認められない。後2者ズc），（d）もまた浅所に高

抵抗が分布するが，第7図に見られるように深所は（a），

（b）に認められるほど低抵抗とならず，磁気異常が存在

する。

　一般に本地域附近に認められる熔岩流は，変質をうけ

ないものは磁性を保特しているが，変質をうけると磁性

、を失つている。従つて・c，d附近の浅所の岩石1ヰ鉱床に

、伴なう変質をうけていると考え難く，a，bの異常は浅

所の岩石は変質により磁性を失つていると思われる・な

＋200

（陶山淳治）
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おa，b異常のうち』a異常は既知鉱床附近の地表に見，

られる現象で注目される。

aの異常＝（イ）a異常区域はa二20mでの見掛比
抵抗が，中心部宅500kΩ・Cm以上の高抵抗を示し，著

しい高抵抗ゐ低電位部がほ黛一致するもので，第6図の

各線に見られるように浅所の比抵抗が急激に低下し七おし
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れる。なおこの部分は磁気異常が認められず，浅所の岩

石が変質をうけていると考えられる。従つてこの負異常

は高抵抗を示す多孔質な変質帯に起因するものと思われ

る。（冒）次に第8図に示した65m坑の自然電位分

布は，西四～六号kある主鉱体中に一200mVの負中心
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0

があり，主鉱体および近傍群小鉱体の周辺変質帯附璋は

低電位（＋50mV）を示している。地表の電位分布は，下

記のように低電位帯（＋50～100mV）は鉱床ないしその

変質帯の拡がりに伴ない，その方向へ伸びている傾向が

ある。すなわち，（i）北二線附近で鉱体が西へ拡がりぞそ

の地表c，D線で低電位部分が西方昏伸びており，（ii）

西ハ号北六線附近より西四号北十上線へと鉱床が伸び，

G線No．9より」線No．15と低電位帯が拡がつてお

り，（iii）南向零号南二線附近の鉱体上部地表で低電位

帯が南に伸びている。

　従つて鉱体およびその周辺変質帯に起因する自然電位

負異常の存在も考えられるのである。この場合自然電位

の負異常部に浅所が数kΩ一cmの低抵抗を示すことがあ

る。（ハ）次に電極間隔を次第に拡げ深部の状態が反映

されるようになると，一般に比抵抗の値も減ずるととも

に，（ロ）に示した部分に見られるように高抵抗部と負異

常部が次第に一致しなくなり・，負異常周i辺部にはこの傾

向が特に著しい部分がある。，なかでもa＝80mに：おけ』

るA線12～17より，，D線11～13へ伸びる著しい低抵抗．

帯およびG線11～14より北東へ伸びる著レい低抵抗帯

は，主鉱体の上部約50mに位するもので，主鉱体およ

びその周辺変質帯と関蓮ある現象と、思われる。

　多孔質な変質帯（硫黄鉱床を含む）は概して著しく高抵

抗を示し，鉱体周辺に発達する粘土化帯は著しく低抵抗

を示す傾向炉認められるので，既述の自然電位異常を伴

なう低抵抗（，（ロ）項参照ナと，自然電位異常を伴なう高抵

抗の下部に認められる低掬充（（ハ）項参照）とは，とも

に鉱体ないしその周辺変質帯によることが考えられる。

（二）以＃の事実を括めると調査結果と鉱床との間に塗

のような関蓮が考えられる○

鉱床生成に伴なう変質帯が比較的広汎に拡がつており

多数の鉱体がその周辺部に発達する変質帯を伴なつて，・

上記変質帯に包含されていることがあり（以上便宜上個

々の鉱体に伴ないその周廻部に発蓬するおのおのの変質

帯（後者）を鉱床周辺部変質帯，、これら鉱体の生成に伴な

い形成された広汎な変質帯（前者）を鉱化帯と呼ぶことと

する），自然電位異常は（イ）のような鉱化帯に起因する一

ものと（ロ）のように鉱体ないしこれに伴な5周辺部変質

帯に起因するものとがあるように思われる。

従つて（ロ）項で述べた鉱体の発達する部へ，低電位帯

が拡がる傾向が認められる事実は，次のように．考えるこ

とができ’る。　、

すなわち鉱体の胚胎する附近には鉱化帯ないし周辺変

質帯が発達することがしばしばあり，ためにこれらに起

因する低電位異常が現われる結果，低電位帯がその附近

へと拡がる傾向を生ずるものと思われる。
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　次に鉱化帯に起因する電位異常部は浅所で高抵抗を示

すことが多く，周辺変質帯が一般に低抵抗となるものと

考えられるので，上述の低電位帯に鉱化帯が発蓬してい

る場合，この部分は浅所で高抵抗を示し，鉱体ないしそ

の周辺変質帯のみが発蓬している場合は，電位異常部が

低抵抗を示す傾向があり，前者の場合の下部に認められ

る低抵抗および後者の低抵抗はともに，鉱体ないしそれ

に伴なう周辺変質帯に起因する現象と考えられる（5．6

参照）。

　bの異常ごこれはaと同様浅所が高抵抗で，磁気異

常が認められず，a異常（イ）項の場含と同様な変質帯の

存在が考えられる。115m坑の電位分布は第8図のよう

に，坑口より約50～70m附近（上記負異常の中心南東

，方）が十50mV内外で最も電位が低く，これよ．り奥部は・

＋150mV以上の高電位となつている。本鉱床において

は地質構造に制約され，鉱体およぴその変質帯は南ない

　し南東へ緩傾斜する一般的傾向が認められるが，115m

多坑坑内電位が地表の負中心下部より｝むしろ南東部が低電

位となつているこ・とは，このような傾向との間の関連に

　よつて生じたものと考えられるo

　なお：L線23－25附近は浅所に磁1生を保持する比較的

高抵抗のものが賦存し，その下部は低抵抗であり，上述

　の事実と併せ考えると，この区域下部へ変質帯が拡がる

可能性が考えられる。

次にO線21～28およびN線24～32にかけては磁気異

常が認められ，、この附近台地一帯は浅所に変質をうけな

い熔岩流が存在すると考えられる。ところでこ．の熔岩台

地の斜面に当る0線32附近の電位異常（＋200mV）の

部分では熔岩流による磁気異常の地形に伴なう影響が認

められ，この部分の変質の有無を磁気探鉱の結果から判

別すること，はむづかしい。しかしながら，この負異常は　・

N，M－15附近を中心とする負異常め伸びの延長上にあ　、

り，上記無変質熔岩流に被われ，からそれに構造的制約

をうけた変質帯がこの区域の下部に賦存し，その露頭部

に当るO－32附近に負異常を生じたものと考えうる。従

つてこの電位異常部分およびその周辺は探鉱上注目すべ

き個所と考える。

　c．dの異常＝これらはともに磁気異常を伴ない，1

kΩ一cm内外の高抵抗が浅所より深所まで比較的一様に

分布するので，変質をうけず，礁性を保持する熔岩類が

比較的厚く被つているように思われるQロ．

　なおいまだ充分原因が判明しないが，ある種の熔岩流’

が高電位を伴なう性状があることは経験上しげしば認め

られており，この種の正異常も上記熔岩流の性状に起因

するものと考えられる。

　3．3結語
　本鉱床においては自然電位暴常は鉱化帯に起因するも

のと，鉱体ないしその周辺変質帯に起因するものとが考

えられ，前者の場合の電位異常を伴なう浅所の高抵抗の

下部に認められる低抵抗後者の場合の電位異常を伴な

う低抵抗は，ともに周辺変質帯による現象と考えうるの

で，鉱体は一応この種低抵抗に認められる部爾の下部な

いしその周辺部に期待されるものである。

　なお比抵抗法ならびに磁気探鉱法は，変質帯と無変質

の安山岩質岩石の地表分布を推定しうるので，変質帯と

鉱体との関連を推定する場合の参考資料となりうる。

　例えばb異常およびO線32附近の異常は，ともに変
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ質帯によるものと考えられるようであり，，O線21’》28，

N線24～32附近は変質を被らぬ安山岩熔岩流が浅所に

賦存するようであるので，地質構造その他の事実と考え

併せると・ジこの熔岩流ので部に鉱床を期待すべきと思わ

れる。

　従つてM線18τP線32－M線34・》115m坑口を結ぶ

犀域を探鉢すべきものと考える○

　なお，またD線30・》32附近は鉱化帯が拡がつているよ

うで，その下部は探鉱上注目してよい地点と考えている。

　　　　　　4．吾妻鉱床

4．1地質・鉱床
本鉱床附近の地質については，近藤忠三氏・早瀬喜太
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郎氏および本所村岡技官等の調査があ．る。

　それらによると，本鉱床附近に見られる岩石は両輝石

安山岩とその集塊岩ならびに角礫凝灰岩および凝灰岩と

からなり，尊の安山岩熔岩流とその火成砕屑岩との累層

は，ほ黛南に向つて15・》30。の傾斜を示している。

　鉱床は主として火成砕屑岩中に胚胎し，一安山岩熔岩中

に乏しく，各鉱体ならびにそれに伴なう周辺変質帯の分

布は地質構造に麦配される傾向があり，「一般にその形は

扁平で南に緩傾斜しているようである。

　鉱床近傍の岩石は広く漂白化作用をうけ，主として蛋．

白石により交代されるとと庵に，明磐石・陶土・重晶石・

鱗珪石等の2次鉱物および一部に硫化鉄を含み，さらに

一一部は硫黄の鉱染を被ρて鉱床を形成したもののようで

ある。

　4．2物理探鉱調査
14．2．1　区域および方法

　第一鉱体上に認められる負電位異常，および100m坑

北東あ負異常に対して，測線間隔30ゲ50ml測点間隔

10・》20mとして，第9図のように測点を配置して調査
1
を
行 つた。　　　・

　調査は145m坑および上記各測点に対し自然電位法

各測線に対し電極間隔20m，40mおよび80mの3種

類で2極法による比抵抗法，第1鉱床区域（以下A区域

と呼ぶ）第1線，100m坑区域（以下B区域と呼ぶ）7お

よび9線，その他の点において磁気探鉱法による調査を

行つたQ

　4．2．2　調査結果

　　　（陶山淳治）

．…一一艇／

多

　　　　　鷺

∠’．鬼織
　　　　　　謙

＼

ぐ
第9圖　群馬縣吾妻鉱山地形および測線配置圖
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　坑内自然電位測定結果を第10図，地表

における自然電位・比抵抗測定結果を分布

図として第11図および第12図に示した。

　（1り　坑内においては第10図のように，

鉱体ないしその変質帯において自然電位の

異常が認められるほかは著しい自然電位の

変化が見られていない。すなわち（a）No．O

の自然電位異常は変質帯において認められ

たものでその下部には新たに鉱体が見出さ

れている。（b）旧鉱体附近ではその上盤変

質帯（23《・25）において正異常，周辺変質帯

（36・》41）において負異常が見られるが，鉱

体内では電位の異常はない。（c）滝口鉱体・

第一鉱体において嫌鉢体およびその周辺変

質帯内に自然電位負異常が認められる。

　従つて負異常嫉時に鉱体の一部ないし全

部に起因することもあるが，常に鉱体に起、

因する負異常が存在するとは考え難く，む

しろ一般的にいつて鉱体周辺変質帯（鉱体

の周辺部も含む）に起因する自然電位負異

常が，多く認められるようである。

　bに述べた種類の正異常は時に上盤変質

帯で認められるもので，鉱床と関連ある現

象として注目に値する。，

　（2）　A区域に（イ）第11図および第

13図に見られるように，第一鉱体上に一

250mVの負異常が存在する。この部分は

第ザ鉱体上約40mで鉱体より地表までは

変質作用をうけており（坑外No．1号試錐

柱状図による），深所の比抵抗は低く，浅

所の低抵抗部ど高抵抗の部の境にある。

（ロ）南部の高抵抗部（ヨ点以南）は磁気異

常を伴なうので，前述4の考えから，変質

をうけていない安山岩質岩石により被われ

ていると推定されるが，坑外：No．2およ

びNo．3試錐によりこの部分は比較的厚

く安山岩が被覆していることが確められて

いる。なおこの部分タ域南の電位は低いが

電位に乏しく，上記安山岩質岩石の性状に

起因するものと考えられる。（ノ》）　ト～ヲ

に見られる浅所が高抵抗で深所が比較的低

抵抗を示す部分には，1の線が見られるよ

うに磁気異常が存在しない（4参照）ので，

変質をうけていると思われる。なお，このこ

とはNo．2．坑外試錐の結果上記安山岩質

岩石の下部に変質をうけた岩石の賦存する・
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F
こ
と
と
関
連があると思われる。従つてこの区域は（ロ）部

分に無変質の婆山岩熔岩流が比較的厚くP，（ハ）部分より

（ロ）の下部吠部にかけて変質帯が賦存し，（ハ），（マ）両

部分の岩石の性状の差異により，自然電位の値も両部分

で差異が認められるように考えられる。

　（イ）部分の負異常は第一鉱体周辺肇質帯に起因する現

象と思われるが，（イ）部分より（ハ）部分にかけて賦存が

考えられる変質帯が第一鉱体のみに関蓮するものか，第

一鉱体ならびにその南隣（安山岩熔岩を境して）の鉱体の

両鉱体に伴なう変質帯に起因するカヤは，第一鉱体南隣鉱

体の探鉱の進まぬ現段階では未だ明らかでない。

　（3）　B区域第12および13図に示したように，9

線ハ～二に一100卑V、の負中心をもつ負電位異常は，

（1），（2）の結果ならびに近藤忠三氏の調査結果より，

かような負異常が一般に鉱体ないしその周迦変質帯に起

因することが考えうるので注目に値する。

　各線イ点北部は高抵抗が分布し磁気異常が随伴するの
『
で
，
比
較的厚く変質をうけない安山岩熔岩流が被つてい

ると考えられる。

　（戸）点南部は低抵抗で磁気異常も認められず，No。4

ならびにNo．5坑外試錐の結果で地表浅くは変質をう

け，それより深部は変質をうけな“凝灰岩質岩右が賦存

1
す
おことが確められているので，早瀬氏のいわゆる後期

堆積物3）すなわち凝灰岩質岩石が広く被つており，（ハ）

一附近は変質帯が賦存するものと考えられ「る。，

　次に鉱床との関連の考えられる上記変質帯が高抵抗部

（すなわち安山岩質）との境にあることは注目すべきこと

であり，変質帯鉱体がこの下部へ拡がる可能性が考えら

れる。従つて今後負中心附近の下部の探鉱の結果変質

帯のみであつた場合は，この西方（例えば7線ロノ附近）

をも探鉱することが望しい。

　（ハ）、結語＝本鉱床においては宙然電位め負異常は一

般に鉱体周辺の変質帯に起因し（晦化鉄を多く含む鉱体

では鉱体に起因することもある），その露頭部に現われ

　るものと考え得るので，鉱体は一応その下部ないし周辺

部に期待されるものであり，IB区域の負中心附近へは試

錐探鉱が望ましい。次に比抵抗法ならびに磁気探鉱法は

変質帯と無変質の安山岩質岩石の地表分布を推定しうる

　ので負中心の下部の探鉱め結果に変質帯のみが見出され

た場合，この変質帯を伴なう鉱体の分布を推定するため

　の参考資料を提供しうる。

　例えばB区域へ以南は凝灰質岩石のみが広く分布し，

無変質の安山岩熔岩が比較的厚くこれより北部（イ以南）

　を被つていると考えられるので，鉱体は冠岩とする場合

　に，すなわち後者の下部に多く期待される6

‘　5．鉱床硫黄鉱床調査結果に現われる諸現象

　5．玉緒，言

　硫黄鉱床調査に当り車体をなすものは自然電位法と考

えられているが，調査結果には正電位異常および負異常

が現われており，，かつそれらの中には鉱床と関連塑ある

ように思われるものと，しからざるものとがある。しか・

も鉱床との関蓮が考えられる電位異常と鉱床との関係は

一通 りでなく，地質構造・鉱化作用のあり方等物理的化

学的条件により異るようである。

　従つて調査結果に現われる電位異常のなかから鉱床と

の関蓮性の考えうるものを見出し，かつこれと鉱床との

関連性を明らかにすることの必要性が感ぜられるので，

こ
、
エに現在までの調査結果に見られる現象について述べ、

結果解法の参考に供したいと、思う。

　5．2　調査結果に見られる現象と鉱床との関係

　5．2．1　鉱化作用と関蓮の考えられる電位異常

　負異常　鉱床ないしそれに伴なう変質帯に起因すると

考えられる負異常は，すでに多くの既鄭鉱床近傍でしば

，しば認められており，これと鉱床との関係は種々様々で

あるが，坑内での自然電位分布より，てイ）鉱体に伴いそ

の周辺に発蓬する変質帯に負異常が見られる（例吾妻旧

鉱体，沼尻天沢鉱床）。（ロ）鉱体内で負異常が見られる

（例吾妻，滝口および第一鉱体）。（ハ）数個の鉱体を包含

する変質帯に負異常（（3）章で鉱化帯と名付けていた）が

見ら粋る（例石津鉱床）。以上3っの場合費知られてい

るb

　従つて地表で認められる負異常も（イ〕ノ鉱体に伴な

う変質帯に起因するもの，（ロ）！鉱体に起因するもの，

（ハ）ノ数個の鉱体を包含する変質帯（鉱化帯）に起因する

もの，が考えら、れるQ

　次にかような鉱体ないし変質帯が地下浅所にあり’，こ

の部分に現われる負異常が低抵抗を伴なうものと，高抵

抗を伴なうものと一がある。例えば，（a〉第6図および第

14図で明らかなように負異常部分に数100kΩ乙c；nの高

抵茸が分布し，ふつ比抵抗（2極ないし平均3極，20～

40mの）が増大するとともに負の電位が増加し，両者の

．間に密接な関蓮力罵められ第14図のめに両者の増

加の割合がほ父比例するかのように見える場合もある

（例：精進川鉱床・雨鱒川鉱床・石津鉱床）。石津鉱床の

場合この部分に磁気異常が存在せず，、明らかにこの負異・

常部分が地下浅所まで変質をうけており，かよ「うな広汎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’な変質帯中に多数の鉱体が存在している。

　なお異常下部の坑道内で地表電位と類似の電位分布は

認められず，かつ坑内では比抵抗は数kΩ・cm1の低抵抗

を示している6このよ5な現象は注目に値するものと云
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えるQ
　（b）谷所鉱床および吾妻鉱床においては，負異常部が

低抵抗となつている場合が見られる。ζ：の場合負異常部

の地表下浅所には鉱床ないしその周辺変質帯があり，か

つ近傍には変質をうけない高抵抗の安山岩熔岩が認めら

れており，著しく高抵抗を示す安山岩熔岩とめ境部に負

異常の現われる場合も多い。

　正畢常＝　吾妻鉱山旧鉱床上盤変質帯には著しい正異

常が認められる（第10図参照）が，かような鉱化作用に

伴なう変質帯に伴ない，正電位異常が現われることがし

ばしばあり，上盤変質帯に多いようであるので注目すべ

、き現象と思う。

　5．2。2鉱床との関連の考えられぬ電位異常

　負異常：　鉱床近傍に賦存する安山岩熔岩の中には低

電位を示すものがあり（例：吾妻第一鉱床区域の熔岩流）

一般にいわゆる岩質の差異に起因する電位差はすでに多

くの調査結果に認められている現象である。かような安

　　　　　1　』

山岩熔岩の性状に起因する負異常には，低電

位区域内での電位変化が乏しいものと，地形

と関連し，高所ほど低電位となる傾向を示す

ものとがあるo

　また鉱床近傍には局部的に珪化，変朽安山

岩化・黄鉄鉱化等の作用をうけた部分があり

こり部分に負異常が現われることがある（例；

西吾妻鉱床近傍の負異常）。

　正異常：　前記負異常の前項と同様に安山

岩熔岩の性状に起因する正異常があり，その

中には電位変化に乏しいものと，地形≧関導

ある傾向を示すもの（例：石津鉱床近傍第7

図）とがあるQ

　結語：電位異常には鉱床ないしそれに伴

なう変質帯に起因するものと，しかうざるも

のがあるが，後者は一般に磁性を有するもの

であるため，両者は磁気探鉱法の併用により

判別しうることが多い。

　変質帯に起因する負異常のうち，鉱床ない

しそれに伴なう周辺変質帯に起因する負異常

は，多くの場合鉱体およびそり周辺変質帯は

冠岩より低抵抗を示し，鉱体は規模の大小は

あるが，ほとんどその周辺に変質帯を伴なう

ために，低い比抵抗を伴なう性状があり。

（ハ）のような変質帯（鉱化帯）に起因する負異

常は高抵抗を伴なう性状を示すことが多い。

　このような現象は，金属鉱床の電気探鉱結

果に認められる粘土化作用の卓越する変質帯

における性状（例えば玖珠鉱床）と珪化作用の卓越するも

のとの間の関係と酷似している。

　5．2．1負異常（b）の異常に対しては冠岩の分布および

冠岩下の比抵抗分布を参照し，負中心おまびその周辺部

を試錐探鉱することが望ましく（4．吾妻鉱床の項参照），

5．2．1負異常（急）異常に対しては，’負異常に伴なう高抵

抗の下部に現われる比抵抗分布（特に低抵抗分布）および

負電位の分布形態を参考として，負異常に対する試錐探

鉱を行うことが望ましい（3．石津鉱床の項参照）。

6．結　　論

　草津白根地区硫黄鉱床およびその他の硫黄鉱床におけ

る電気探鉱の結果を見ると，調査方法の主体をなす自然

電位法の結果に認められる電位異常には，（1）鉱体な

いしその周辺変質帯，（2）　鉱床生成に伴なう変質帯・

（いわゆる鉱化帯と名付けたもの），（3）岩石自体の性

状等に起因すると考えられる負異常と，（4）鉱床生成
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に伴なう変質，（5）岩石の性状等に起因すると考えら

れる正異常が認められており，負異常はかならずしも硫

黄鉱床に起因するものとはいい難い。

　しかしながら変質を被らぬ安山岩質岩石は磁性を有す

るが，これらの岩石が鉱床生成に伴なう変質を被ると磁

性を失5ようである。　　　　　　　　　　　P

　一般的にみて鉱床生成に伴なう変質帯〔（2）（4）〕は

浅所で高抵抗を示すが，周辺変質帯〔（1）〕は低抵抗を

示す模様1である。

従つて比抵抗法・磁気探鉱法の併用によつて，これら

の電位異常のうち鉱化帯または鉱床ないし周辺変質帯に

起因すると考えられるものを推定することが可能と思わ

れるQ
　准おまた両法の併用は・鉱化帯ないし周羅変質帯と鉱

床との関連，および変質を被らぬ安山岩質岩石の分布を

も推定する場含に有効な資料を提供しうるよ李である・

　本報告では石津・吾妻両鉱山の具体例を中心として上

述のような考察をした。（昭和27年8～9月調査）
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